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甲矛32子証

裁判所書記官印

証 人 調 書

(こ の調書は,第 2回 口頭弁論調書と一体となるものである。)

事 件 の 表 示 平成 26年 (ワ )第 1407号

平成 28年 6月 2日 午前 10時 00分

野口明子

49歳

大阪府泉南市幡代 1-32-21-102号

裁判長は,宣誓の趣 旨を説明 し,証人が偽証をし

た場合の罰 を告げ,別紙宣誓書を読み上げさせて

その誓いをさせた。

陳 述 の 要 領

以 上

t

ご

ヽ_

期        日

氏        名

年        齢

住        所

宣 誓 そ の 他 の 状 況

別紙反訳書のとお り
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申 し上 げます 6

し                          か・く

知 って いることを隠 した り,
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良心 に
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決 して いた しませ ん。

以上 の とお り誓 います。

氏名所 2,1チ  ≪D
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被告泉南市復代理人片岡力

丁第 1号証を示す

こちら,野 口明子 と署猛があ りますが,こ の署名はあなたご自身がされたも

ので間違いないですか。

は い 。

この陳述書なんですけども,あなたのお話をお聞きして弁護士がまとめて確

認していただいたということで間違いありませんか。

は い 。

今お仕事は何 されていますか。

泉南市の職員です。

福祉関係の資格は何か持たれていますか。

介護福祉士 とケアマネジャーの資格を持っています。

では本件に関して具体的に聞いていきますが,ま ず原告の弓場 さんか らノン

アル コール ビールの購入をみ らいが拒否 したことに関す る抗議の電話 と
い う

のはあ りましたね。

は い 。

いつころのことか覚えてますか。

平成 24年 8月 ごろだったと思います。

ノンアルコール類の購入というのは,必要な介護サービスなんですか。

介護サービスの中では家事援助というところで日常不可欠なものでは

ないので対象外ということになります。

原告からの問い合わせというのは,それで終わったんですか。

いえ。

次どのような問い合ゎせがあったんですか。

翌日,ま あ,なぜノンアルコールビールの購入がヘルパーはできない

のかということで再度確認の電話がありました。
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それに対してはどのように答えられたんですか。

まあ日常生活不可欠なものではないのでヘルパー事業所としては対象

外というお話になりますというお返事さしていただきました。

これら2回の電話におけるあなたの応対時間というのはどの程度だったんで

すか。

大体 1時間20分から30分 ぐらいだったと思います。

その後, 11月 の末ころにまた原告から電話ありましたね。

は い 。

どのような内容でしたか。

ヘルパーの事業者さんに援助をしてもらうのにいつも来てくれる
ヘル

パーに連絡したかったが事業者さんに連絡をしたら,ま あ以前 トラブ

ルになった, トラブルにあつたヘルパーさんが出たもので,用件を告

げずに電話を切ったってぉっしゃってました。

それに対してあなたはどのように答えられたんですか。

必要不可欠なもので,品物とかであれば,事業者さんに直接伝える
ベ

きだと申し上げました。

一般的に被介護者がヘルパーに直接連絡をとると
いうことはあるんですか。

ありません。

このとき,原告の要望というのは何だったんでしょうか。

おまるを買ってきてほしいという希望でした。

その要望に対して,あなたはどう答えられたんですか。

まあ必要不可欠なものなので,事業者さんのほうに連絡す
べきだと答

えました。

それに対して原告は何と言っていましたか。

恥ずかしいので言えなかったということをぉ
っしゃってました。

それを聞ぃてあなたはどうされましたか。

籟

騨暉“

ギ
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まあご本人さんの利用者さんの気持ちをくんで事業所のほうに連絡い

たしました。

その事業所ってみらいさんですかね。

みらいさんになります。

そのときみらいさんとはどのようなお話をされましたか。

ヘルパーさんに買い物援助で買ってきてほしいものがあると。まあお

まるを買ってきてほしいということが恥ずかしくて言えなかった
ので

やはりそういう援助をしてあげてくださいつて連絡しました。

みらいから原告について,何か言っているのは聞きましたか。

みらいさんからは,ヘルパーヘの要望が多くて対応し切れないという

ことと,個人の携帯電話番号を教えてくれというのに対応困ってると

いうことでした。

それらの話を聞いて,あ なたはどう思いましたか。

まあ余り個人の携帯電話を教えることは,ま あ必要ではないと思いま

した。

その後, 12月 5日 に泉南市役所でみらい,阪南市,泉南市の担当者と田脇

さんが集まって原告についての会議が行われたということがありま
したね。

は い 。

これは誰の発案で開かれたんですか。

みらいの西之坊さんです。

これは泉南市役所で開かれてるんですけども,それはなぜですか。

みらいの西之坊さんからケアマネジャー田脇さんと阪南市
のほうに連

絡しているので,ま あ泉南市も入ってほしいというような連絡でした。

泉南市に入ってもらうというのはどのような意味だったんで
しようか。

ケアマネジャーと,で ,阪南市のほうにはいろいろ今までのいきさ
つ

等連絡したけれどもなかなか立ち入ってもらえないこともあ
つて泉南

ご
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市に入ってもらって中立立場として,ま あ助言を求めたということだ

ったと思います。

その会議でみらいさんは何とおっしゃってましたか。

もう。・・援助の,ヘルパー援助の要望が多くて対応し切れない,行

くヘルパーがいないとおっしゃってましたし,そ の前日に弓場さん宅

に行ったとき.にかなり責められた,お二人,西之坊さんと奥永さんが

責められたと聞きました。

阪南市は何というふうに言ってましたか。

阪南市のほうは入るヘルパーさんがいなければ仕方ないっておつしや

ってました。

泉南市から何か言ったことはありますか。

泉南市も民間と利用者さんの契約ですので入る
ヘルパーさんがいない

ということは,ま あ今後の援助, どこかしら事業者さんに入ってもら

うように考えないといけないねと思いました。

田脇さんは何かぉっしゃってましたか。

事情は知ってますけど特にはおっしやり,何も発言されませんでした。

本件のように介護事業者が介護サービスの提供をやめたいと申し入れた場合 ,

通常はどういうふうになるんですか。

通常は利用者さんの要望を聞いて,で,事業者さんの要望を聞きなが

ら,ま あサービス提供困難な正当な理由に当たるかどうか判断,市が

判断するのと,大阪府に意見を求めたりすることもあります。

これ,も し仮に解約された場合というのは,次介護事業者は誰が探すことに

なるんですか。

ケアマネジャーです。

地方公共団体である泉南市が契約締結と契約解約というのに関与する
ことと

いうのはあるんですか。

ぽ
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ないです。

今回の解約問題が発生した平成 24年 12月 当時,泉南市には介護事業者は

何社くらいあったか御存じですか。

訪問介護だけの事業者さんで言えば 20社ぐらいだつたと思います。

阪南市ではどうですか。

大体同じ規模だったと思います。 20社 ぐらいだったと思います。

泉南市と阪南市に少なくとも40社 ,合わせて40社程度の介護事業者が存

在するという状況で,新たな介護事業所を見つけるということは難しいこと

なんでしようか。

いや・・・難しくはないと思います。

本件で弓場さんの担当のケアマネジャー,当 時田脇さんだったんですけ
ども,

田脇さんはどういうふうにしてればよかつたと思いますか。

ケアマネジャーはやはり利用者と事業者の中立立場である
ので早急に,

まあ事情を知っているわけだからあとの事業者さん,行っていただけ

る事業者さんの手配をすべきだつたと思います。

12月 5日 の会議の話に戻るんですけども,こ の会議というのは何時ころか

ら何時ころまで行われましたか。

午後 2時 ぐらいから終業前なので,ああ,すいません, 6時
・・・ 5

時半か 6時 ぐらいだったと思います。

この会議があった日,原告からあなた宛てに電話はありましたか,あ りま
せ

んでしたか。

ありました。

それは何時ころだったか覚えてますか。

やはりちよつと終業前だったと思うので 5時半は回ってな
かったと思

いますので 5時から5時半の間だったと思います。

どのような会話がされたんですか。

5
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みらいさんから電話がありましたかという会話でした。

それに対してあなたはどういうふうに答えられたんですか。

ありまして,き のう弓場さん宅で会議を行った結果入るヘルパーさん

がいなかったならば,ま あ仕方がないねって言うたことに対してみら

いの事業所さんはそれが解約ということで午前中に,ま あ連絡ありま

したょということでお伝えして,で , 5時 ぐらいでもう解約というこ

とになったって聞いてますがというお話しました。

それを聞いた弓場さんは何というふうにぉっしゃってたんですか。

いや,解約なんて了承してないし聞いてないということでした。

その発言を聞いて,あ なたはどうされたんですか。

正直びっくりしまして,も う会議してましたので,戻ってみらいさん

のほうには解約は了承,弓場さんされてないですよという連絡しまし

多‐
′し O

その後, どうなりましたか。

きちっとうちの上司,タ カオという者がもう一緒に入ってましたんで,

やっぱり利用者さんのお宅に行って解約ということであればきち
つと

ご説明して了承を得なくてはいけないので必ずご本人さん宅に行
って ,

行ってくださいということでした。

田脇さんに対しては何かぉっしゃいましたか。

後の事業者さんの手配をお願いしますということでした。

この会議を受けてあなたがされたことは何かありましたか。

大阪府のほうに連絡いたしました。

いつしたんですか。日付ですね。

12月 6日 だつたと思います。

どのようなお話をされたんですか。

話のほうはやつぱリサービス提供困難かどぅかとぃぅことで内容
を聞

ハｈ
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くために,ま あ介護事業所のほうでサービス行 うのが,ま あ難しいと

いうことで。内容的にはまあかなり要望が多くて,で,個人の携帯電

話を知ろうとしたりとか,そ ういったことで,ま あ対応が困っている

ということもあって。で,入 るヘルパーさんがいないということは ,

まあサービス困難な正当な理由に当たりますかねという相談をさせて

もらいました。

原告個人のお名前を出したりとか,み らいさんの名前出したりということは

あったんですか。

してません。

なぜ出さなかったんでしようか。

まあ阪南市の住民の方ですし,別段出す必要がないと思いました。

あなたの相談に対して,大阪府の職員の方はどのように答えられたんですか。

内容を聞いていただいて,ま あそれであれば,入 るヘルパーさんがい

ないということであれば正当なサービス提供困難な理由に当たるかな

って,あ り得るということをぉっしゃってました。

大阪府の職員の回答はそれだけでしたか。

そうですね。あとは市の判断ですねって。保険者ですつておつしやい

ました。

その保険者というのは今回だとどこになる,泉南市ですか。

阪南市です。

じゃ,最後に今回こういうふうに訴訟になってしまったんですけども,今回

の訴訟に対するあなたの気持ちを教えてください。

まあ平成 24年 8月 から,ま あ弓場さんとかかわりになって,サービ

スの内容であるとか事業者のクレームであるとか対応してまいりまし

た。まあ介護保険というのはやつぱり利用,サービス利用するに当た

っては一番最初に,ま あ利用者の要望を聞いて,ケアマネジャーを選
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「

んで。で,ケアマネジャーと相談しながら,ま あ計画を立ててサービ

ス入ってくれる事業所さんを選ぶというのが介護保険のサービス入る

状況,サービスに入る,始まるわけなんですけれども。まあ,ま あ契

約というのは個々の契約になります。個人,利用者さんと民間事業者

さんの契約になります。で,そ こに,ま あ市町村が入る,ま あ余地と

いうのはないわけなんですけれども,ただし,やはり事業者さんから

とか,利用者さんから相談があれば当然もちろん助言もいたしますし,

まあそういう立場だと思います。で,ま あ,ま あ私もケアマネジャー

の資格を持ってまして。で,ケアマネジャーというのは,ま あこうい

ったことがあった場合,ま あ利用者さんと事業者さんの間の中立な立

場で。で,利用者さんがサービスが,ま あ滞ってしまうんではないか

という場合には,やっぱり事前に調整を,サービスの調整をしたりと

いうことが責務なんです。で,その責務をやはりちょっと,ま あ果た

せなかったというのはやつぱり事前に私らより先に田脇さんってケア

マネジャーさんなんですけれども,よ く御存じなんですね,弓場さん

のこと。で,御存じの弓場さんが入ってるヘルパーさんとトラブルに

なってると。で,ま あそういうサービスも滞ってしまうんじゃないか

というのはやはり少し前からわっていたはずだと思うんですね。で ,

それでやっぱりちょっと手配できなかった,サービスの調整できなか

ったというのはちょつと私は疑間に感じるわけなんです。で,やはり

いろいろこう,ま あ長きにわたつて,ま あ対応してきましたし,正直

何度も長い電話で仕事も移動して変わってもまた電話が鳴ってくると。

しかも 1時間長の,半 ぐらいの電話がかかってきてなおかつ暴言も吐

かれて,み らいさんと共謀して切ったんじやないかとか,そ ういう疑

いも言われて,おまえが悪いとか。で, どう思ってるんだとか,謝罪

に来いとか,そ ういったことを言われて参ってるのが現状です。で ,
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まあこれ,こ うい う結果になったのが本当に精いっぱい対応 してきた

んですけれ ども,本当にこうい う訴訟になったことがすごく残念に思

ってな りません。以上です。

原告代理人山田直子

丁第 1号証を示す

2ページロ,第 5項 1行 日か らを示 します。先ほど申した部分ですが,若千

読ましていただきますね。同年 12月 5日 み らいの担当者 と阪南市の職員が

同年 12月 4日 に原告方宅を訪れ原告 との間で話 し合いの場が持たれたこと,

そ してみ らいの西之坊 さんから聞きましたか, ごめんなさい,こ こですね。

話 し合いの場を持たれた とい うことをみ らいの西之坊 さんか ら聞きま した ,

西之坊 さんからは,原告はみ らいの西之坊 さん,奥永 さんを一方的に責める

ような発言ばか りをしていたこと,今後のサー ビス提供についてみ らいさん

が来た くないと言つているのなら仕方ないね とい う,こ っか らみ らいの担当

者に向かって言っていることを聞きました とい う記載ございますね。

は い .

これは事実間違いないでしょうか。

は い 。

12月 5日 ,そ のことを西之坊 さんか ら聞いたのは電話ですか, 口頭ですか。

電話で朝聞きま した。

その報告を受けたのは 12月 5日 の電話,いつ何時ごろのお話でしようか。

午前中だったと思います。

結局これは 12月 4日 にみ らいのほ うか ら原告に解約告知 した ところ,み ら

いさんが行きたくない と言ってるなら仕方ないねと解約を承諾 したとい う発

言 と受け取 りましたか。

受け取 りました。

とい うことは,一応 12月 4日 の時点ではみ らいと原告の間では解約の話は
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済んでいるという認識だったんですね。

そうですね。

介護保険の内容,解約については本来泉南市は当事者ではございませんね。

そうです。

で,ま たその後,事業者と利用者と関係を調整するのはケアマネジャーの仕

事ですよね。

は い 。

12月 5日 ,午前中の段階では既に解約の話は当事者間で済んでいるという

認識だったんですが,その後午後から泉南市役所で会議が開かれるようにな

ったのはどういう経緯だったんですか。

みらいの西之坊さんのほうから,ま あ今後のこともあるので,ま あケ

アマネジャーさんと阪南市には連絡してるので泉南市も入ってほしい

ということでした。

今後のことがあるからですか。

今後のことがあるからというのは,サービスが解約した後に事業者さ

んがほかに入ってくれるところが,ま あないのかどうかというところ

ですね。一番利用者が困るので。そのお話をする場だったと思います。

本来でしたらそこはケアマネジャーさんが仕事をすれば,泉南市,阪南市が

関与する必要ないとこですね。

そうですね,ないですね。

ないにもかかわらず 12月 5日 ,これは午後 2時から午後 6時まで泉南市役

所で会議を開かれたってことですね。

そうですね。

具体的にこれ,こ の会議には阪南市のほうからも出席者があつたんですね。

は い 。

阪南市から出席 されたのは南課長,梶間さん と植 田さんでよかったで しよう
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か 。

は い 。

阪南市にとっても先ほどのようにみらいとの解約については関与する立場に

ないですよね。

そうですね。

この日会議を開くよう要請があったのは,田脇さんからの要請があったんで

すか。

みらいの西之坊さんから私は聞きました。

で,西之坊さんのほうから要請があったってことでしようか。

そうです。

この日だから, 12月 5日 に会議をしたのは目的は何だったんでしょうか ,

端的には。

まあ端的には今後のサービスについて,ま あ利用者さんが困るのでと

いうところやったと思います。

利用者さんが困るというのは,ど ういうことですか。

事業者さんを,入ってくれる事業者さんを探さないといけないですし,

なおかつケアマネジャーさんがおくれてきはつたんですけれども,も

う少しケアマネジャーさんが動いていただいてたら阪南市さんも泉南

市も入る必要はなかったかと思います。

要は,次の事業所が決まってないから阪南市,泉南市が入ったつてことでし

まあそういうことですね。

しかしながら,先ほどの 12月 4日 ,原告とみらいとの間の解約の話がつい

てないってことは後に原告との電話でわかつたつてことですね。

そうなんです。

で,こ の日, 12月 5日 では西之坊さんは原告との解約,サービスの停止は
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どうすると話してはりましたか。

もう行くヘルパーさんがいないのでどうしましょうということでした。

もうこの日からサービスはできないという話だったんですか。

そうです。

ヘルパーが行けない理由については,西之坊さんからどのような説明があり

ましたか。

まあ,行っても暴言を吐かれたりとか。で,要望が多いとか。で,行

ったヘルパーさんを,せっかく行っても断ってしまうとか,ま あざま

ざまちょっと聞かしてもらいましたけれども,ま あ内容的には私はサ

ービス提供票を見たわけでもありませんし,保険者でもないので余 り

にもちょっといろんなヘルパーさんが入ってもみらいは難しい,み ら

いが入るのは難しいというのがもうございまして。本当に入れないん

ですかってちょっと奥永さんに聞きましたけども,いや,も う限界で

すと。入れないですということでした。

その場での西之坊さんの発言から泉南市としては今回の即時解約に
ついては

正当理由があるとご判断されたってことでしょうか。

まあそれを判断するのは泉南市ではありません。

ただ,泉南市としてもこれは。で,ま たそれで言いましたらさらに解約後
の

次の事業者探すのも泉南市の仕事でないですよね。

ないです。

にもかかわらず,勤務中これは会議をなさったってことでしようか。

ケアマネジャーさんが動いていてくれれば別に入ることもなか
ったと

思います。

で,実際泉南市のほうでは次の事業所の手配等はなさったんですか。

していません。

結局この会議の成果というのは何だったんですか。
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中王な立場で費 くだ |サ です[

聞いただ |す ですか。

i′タ ス ‐ヽ ,ヽ「‐
(_  /́   ヽ 1ザ  0

結局 f可 もお動きになってないってことですね
=

そ うです。動 く必要がないからです .

結局動けないの |ま最初からわかゲ でま したよれ

|まい t

i■ もかかわ らず, これ勤務時間中に泉南市,1坂南市の職員が入って会議をな

さったとい うことで間違いないですかね。

そ うですな。

12月 0ヨ ,あ なた :ま大阪府庁 :こ電話をなさってるってことですか。

は い ,

■■で |ま原告 さんの介護サー ビスが断絶 してるとい うことを府庁 :こ報告 され

てますかっ

tヽ え,それ してませんき

竃:話 :こ 出た職員 |ま どなたか特定できますか。

オガフさんとをヽ う方だ と思います。

この 百の電話の対応 :こ ついて :ま 11[か資料は残 してないんですか。

残 してないです。サー ビスの内容を、まあその事業者さんを固定 して

言ったわ |す で iま ないので , サーービス√)内 容の, まあ中立え=立
場で闘しヽ

ていただいただけなんです。

要す る|こ鄭時解約の正当理由 :こついては解釈を尋ねただ |すですれ [

そ うい うことです。

1断絶′)報告はなさってないんですね゛

そ うで■:~::よ

以 _主

セ
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